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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
「愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶ」  

 
 この言葉はよく聞く言葉でありまして、歴史から学ぶ事はたくさん

あるということを、言いたい時の枕詞のような使い方をすることが多

いと思います。でも、私はかねがね、このタイトルの言葉は変だと思

っています。歴史から学ぶことのできる人は確かに賢者だと思うけれ

ど、過去の経験から学ぶ人 (この場合多分自らの経験でしょう。 )を、愚

者というのは余りにもきつすぎるし、変だと思うのです。  
それで調べてみました。「愚者は経 験に学び、賢者は歴史に学ぶ。」

という言葉はドイツ帝国の鉄血宰相のビスマルクからきています。で

も 本 当 の 発 言 は 少 し 違 う よ う で す 。 ど う も こ う 言 っ た ら し い の で す 。

「愚者だけが自分の経験から学ぶと信じている。私はむしろ、最初か

ら自分の誤りを避けるため、他人の経験から学ぶのを好む。」それがい

つしか標記の形に省略されたもののようです。  
 和歌山県も度々悲劇に遭遇しますが、その時県民を十分守り切れな

かったという悔いを今後はそのようなことが二度と起こらないような

工夫の原動力としています。  
一例を挙げると、 紀伊半島大水害の 大きな被害に鑑み 、緊急機動支

援隊、産廃業者と協力した災害廃棄物の処理、ダムの発電用の貯水を

事前に抜いてもらうための電力事業者との契約、等々の対策が生まれ

ました。  
 一方歴史に学ぶ方も大事です。よその経験も良い政策もどんどん取

り入れるべきでしょう。東日本大震災から和歌山県も地震津波対策で

もものすごい工夫をしました。避難路などを造るパワーアップ補助金、

リスク評価をした避難場所の設定、避難困難地域の発表とそれの解消

の方法、家屋やホテルなどに対する大胆な耐震補助金、実際の地震に

よる潮位変化によって津波の到達状況の予測をするシステムの開発な

ど、様々な政策が追加されました。  
 

 

 

 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

8/25 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                            

 

●紀伊半島一周高速道路実現に向け                          

 
昨年３月、一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線）新

宮道路と三重県内の紀宝熊野道路の新規事業化が発表

され、近畿自動車道紀勢線の未供用区間が全線にわたり

事業着手されることが決定しました。 
これまで早期実現を強く求めてきた県の取組ととも

に、県選出国会議員や県議会議員、関係市町村長をはじ

めとする皆様の御尽力により、長年の悲願である「紀伊半島一周高速道路」が実現するこ

ととなりました。 
紀伊半島一周高速道路は、本県にとって企業立地や産業振興、活力ある地域づくりとい

った将来のチャンスを得るために、また、南海トラフ地震などの大規模災害への備えとし

て必要不可欠な道路です。 
この度、この一部である一般国道４２号串本太地道路の用地幅杭設置式を国土交通省及

び関係町と共に９月５日、那智勝浦町体育文化会館において開催しました。 
この式典には、二階俊博自由民主党幹事長、足立敏之参議院議員、岸本健和歌山県議会

議長等の来賓の方々、門博文国土交通大臣政務官、吉岡幹夫国土交通省道路局長、溝口宏

樹近畿地方整備局長、関係自治体首長及び知事が出席しました。 
 串本太地道路の整備により、医療施設へのアクセスが向上するとともに、台風等による

越波や土砂災害、南海トラフ地震等の災害時における迅速な救助・救援活動が可能となり

ます。また、２０２５年に開催される大阪・関西万博や串本町に建設されるロケット発射

場をはじめとする観光地への訪日外国人や国内各地からの観光客の増加が見込まれ、地域

の活性化や産業振興が期待されます。 
国、町、地元関係者と一丸となって、１日も早い完成を目指し取り組んでまいります。                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 悲願である紀伊半島一周高速道路の実現に向けた整備状況 

一日も早い完成を願い用地幅杭を打設 
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                        今月の和歌山県政トピックス  

 

●ノーリツプレシジョン株式会社が和歌山インキュベーションセンターを開所                   

 
 本県では、新産業の振興等による本県経済の活

性化を図るため、平成２２年度に「和歌山県産業

技術基本計画」を策定しました。 
今年度には、平成２７年度に策定した第二次基

本計画を経て、これまで積み重ねてきた施策に加

え、新型コロナウイルス感染症による影響も考慮

しつつ、一層の進展が見込まれるＡＩ・ＩｏＴ・

５Ｇ等のデジタル技術への対応等、新たに展開すべき取組を盛り込んだ第三次計画を策定

し、新技術の創出の推進に関する施策を総合的に推進しています。 
この計画に基づき「創業・第二創業の促進」として、スタートアップ支援チームや地域

課題解決企業補助金等による支援、民間イベントとの連携、ベンチャー企業誘致等の取り

組みを進める中、９月１日にノーリツプレシジョン株式会社（代表取締役社長 星野達也氏）

が、ものづくりのスタートアップを支援する「和歌山インキュベーションセンター」を開

所しました。 
 本センターは、昨今、日本においてものづくりのスタートアップが増加しているものの、

それらの組織が成長するに伴い必要となる試作や量産のための「ものづくりの場」が多く

存在しないという現状を受け、工場や設備、技術者を持つノーリツプレシジョン株式会社

が、そのアイデアを実現させるサポートを行い、両者による新しい価値を創造しようとい

う星野社長の構想によるものです。 
 この構想に県をはじめ、和歌山県内の産官学が協力し、和歌山県全体でスタートアップ

企業をサポートする「和歌山インキュベーションセンター」の設立に至りました。 
 入居企業は、本県や和歌山市からの補助金をはじめ紀陽銀行による融資、ノーリツプレ

シジョンによる量産設計についての支援、同社や県工業技術センターの設備の使用、和歌

山県内の大学との産学連携が可能になるなど、様々なサポートを受けることができます。 
 この和歌山インキュベーションセンターが、ものづくり系スタートアップが集う「和歌

山発オープンイノベーション」創出の場となり、和歌山から多くの新しい価値が創出され

ることを期待します。 
【施設概要】 
・名 称 和歌山インキュベーションセンター 略称“WInC”(Wakayama Incubation Center） 

・所在地 和歌山市梅原５７９－１ ノーリツプレシジョンオフィス棟４階 

・室 数 １０室 

・担当者：ノーリツプレシジョン株式会社 総務課 吉川（電話：０７３－４５４－０３０７） 

※詳しくは和歌山インキュベーションセンターのＨＰを御覧ください。 

  ＵＲＬ：http://winc.noritsu-precision.com/ 

○ノーリツプレシジョン株式会社・・・医療用の輸液ポンプや最先端のロボット技術を用いた介護見守

り機器等、これまで新たな製品を開発・事業化してきました。 

施設外観 
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今月の和歌山県政トピックス                          

 

●オール和歌山ロケの映画「ソワレ」が全国の映画館で上映中です                  

 
 和歌山市と日高地域の各市町で全シーンが撮影

された映画「ソワレ」が８月２８日から全国の映

画館で上映中です。 
この映画では、御坊市のローカル線、紀州鉄道

や美浜町の煙樹ヶ浜、日高川町の道成寺、和歌山

市のぶらくり丁や和歌浦天満宮、みなべ町の梅農

家等を舞台に、若い男女の逃避行が描かれていま

す。 
映画の撮影には、和歌山県及び公益社団法人和

歌山県観光連盟、和歌山市、御坊日高映画プロジ

ェクト実行委員会が協賛金やエキストラ出演、炊

き出し等、全面的にバックアップしました。 
また、御坊日高映画プロジェクト実行委員会で

は、ロケ地マップを作成し、全国の映画館などに

設置するとともに、御坊市内の映画館で撮影風景

を紹介する写真展を開催しています。 
この作品は、平成２８年公開の和歌山市のじゃんじゃん横丁で撮影された「ちょき」、

平成３０年公開の太地町のくじらの博物館で撮影された「ボクはボク、クジラはクジラで、

泳いでいる」と同じ前田和紀氏（和歌山市出身）のプロデュースによるもので、今作で「紀

北・紀南・紀中」の三部作となっています。 
また、俳優の豊原功補さん、小泉今日子さん、監督の外山文治さんの３名が立ち上げた

映画製作会社「新世界合同会社」の第１回プロデュース作品としても注目されています。 
是非、多くの方に御覧いただき、御覧になった方が映画の中で輝く和歌山の素晴らしい

風景を「現地でも観たい」と思うきっかけになってくれればと思います。  
☆ストーリー・・・俳優を目指して上京するも結果が出ず、今ではオレオレ詐欺に荷担して食い扶持を

稼いでいる翔太は、ある夏、故郷和歌山の海辺にある高齢者施設で演劇を教えることになり、そこで働

くタカラと出会う。数日後、祭りに誘うためにタカラの家を訪れた翔太は、刑務所帰りの父親から激し

い暴行を受けるタカラを目撃する。咄嗟に止めに入る翔太。それを庇うタカラの手が血に染まる。逃げ

場のない現実に絶望し佇むタカラを見つめる翔太は、やがてその手を取って夏のざわめきの中に駆け出

していく。こうして、二人の「かけおち」とも呼べる逃避行が始まった。 
 
○ソワレ公式ＨＰ  ＵＲＬ：https://soiree-movie.jp/ 

【公開映画館（和歌山県内）】 

・イオンシネマ和歌山、ジストシネマ和歌山（和歌山市） ８月２８日～ 
・ジストシネマ御坊（御坊市） ８月２８日～   

・ジストシネマ田辺（田辺市） ９月１１日～ 

・ジストシネマ南紀（新宮市） ９月２５日～ 
○上映劇場はこちらで御確認いただけます 

  ・ＵＲＬ：https://eigakan.org/theaterpage/schedule.php?t=soiree                

 ロケ地：紀州鉄道車内（御坊市） 

ロケ地： 和歌山港フェリーターミナル（和歌山市） 
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●「わかやまごみゼロ活動」等の取組について                    

 
 本県では、昨今問題となっている海洋ごみをこれ以

上増やさないためにも、ごみをみだりに捨てることが

ないよう教育・啓発を行い、また、みだりに捨てられ

た場合に取り締まれるよう、本年４月１日から「和歌

山県ごみの散乱防止に関する条例」を施行しています。 
この度、和歌山をもっともっと綺麗にすることを目

的として、県民と県内事業者の皆さんの意識高揚及び

自主的な清掃活動の促進を図るため、皆さんが実施し

ようとするごみの散乱防止に関する活動（清掃活動等）

を「わかやまごみゼロ活動」として認定し、その活動を支援する「わかやまごみゼロ活動

応援制度」をスタートしました。 
募集を開始したところ３団体から申請があり、審査の結果「わかやまごみゼロ活動」の

「認定第１号」が誕生しました。今後、当該団体の活動に対して、ごみ拾い用資機材の貸

与や啓発グッズの提供、県ホームページでの情報発信などの支援を行っていきます。 
条例と県民の皆さんの取組により、ごみを散乱させない県を目指します。 

【わかやまごみゼロ活動認定第１号】 

団体名 清掃活動 内容・場所・日等 
 
笑好会 
（しょうこうかい） 

マイクロプラスチックごみ削減をテーマに、地域の環境美化に取り組む団体。 

和歌山市川永地区、山口地区、紀伊地区、永穂地区、紀の川河川敷 

毎月１５日 

 
アロチ活性化委員会 

和歌山市新内地区の環境美化、地域活性化に取り組む同地区内の飲食店が中心となっ

て構成する団体。 

和歌山市新内地区 

毎月第１月曜日 

 
和歌山アースデイ 
実行委員会 

県内の海岸及び周辺の環境美化に取り組む団体。 

① 湯浅町栖原海岸 ② 和歌山市友ヶ島 

① 和歌山アースデイ２０２０ １０月２５日（日曜日） ②毎月第２月曜日 

      

なお、わかやまごみゼロ活動は随時募集しています。 

・URL → https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031800/wakayamagomizero.html 

・ＱＲコードはこちら → 
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●南紀熊野ジオパーク オンラインツアーを開催しました                   

 
 紀伊山地では、古来、豊かな自然に神仏が宿ると

考えられ、熊野三山や高野山といった「霊場」や、

そこに至る「参詣道」が形づくられてきました。こ

の独特の文化的景観が、世界に類を見ない資産とし

て、平成１６年７月に「紀伊山地の霊場と参詣道」

としてユネスコ世界文化遺産に登録されています。 
一方、平成２６年８月に日本ジーパークに認定さ

れた南紀熊野ジオパークは、プレートの沈み込みに

伴って生み出された３種類の大地、それらが作る独

特の景観、温暖湿潤な気候がもたらす多種多様な動

植物、そしてそこから生まれた熊野信仰や筏流し等、

数多くの優れた自然や文化が体験できます。 
「熊野」には、この２つの貴重な資源が存在して

います。 
南紀熊野ジオパークガイドの会と南紀熊野ジオパ

ーク推進協議会では、同ジオパークが８月に日本ジ

オパーク認定６周年を迎えたことを記念して様々なイベント

を開催しています。 
現地で行うツアーに加え、今後再び観光需要が戻ってから

の誘客につなげたいと、この度、オンラインでのツアーを新

たに検討し、世界遺産とジオパークという２つの資源が存在

する地「熊野」を舞台とした、南紀熊野ジオパークオンライ

ンツアー「世界遺産＋ジオで二度おいしい那智山」を８月２

２日と９月５日に開催しました。 
オンラインツアーは、オンラインビデオ会議ツール「ＺＯ

ＯＭ」を使い、昨今の状況で遠方への旅行が難しい方や、ま

とまった休暇が取れない方に参加してもらえるよう、自宅にいながら気軽に楽しめる企画

にしました。 
両日合わせて２７名の参加者の皆さんが、熊野古道で最も美しいといわれる「大門坂」

の隠れた魅力と、日本三名瀑の一つ「那智の滝」の神秘的な雰囲気を音声と映像、ツアー

ガイドの解説で楽しむ旅となりました。 
県では今後も、南紀熊野ジオパークセンターを拠点とした誘客を進めるとともに、ユネ

スコ世界ジオパーク認定に向け、より多くの方にジオパークの魅力を知っていただく活動

を続けてまいります。 

大門坂から 

飛瀧神社から 

熊野那智参詣曼陀羅の絵解きの様子 
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●スマート農業を推進しています                          

 
 日本産の農産物は安全性が高く品質も良いこ

とから、今後海外で需要増加が見込まれる有望な

産業です。しかし、その一方で県内の農家数は

年々減少しており、本県では他の産業に先立って

労働力不足が一層深刻な状況となっています。 

労働者不足の解消のためには、更なる省力化や

生産性向上、新規就農者の支援、人材育成を積極

的に進めることが重要となってきており、そのた

めにロボット技術やＩＣＴ（通信情報技術）など

の先端技術を活用した「スマート農業」への取組

を推進しています。 
本県では、平成２９年度からスマート農業先進

国であるオランダに職員を派遣して取組を学ん

できました。スマート農業は、ドローンやアシス

トスーツ、施設園芸環境制御装置等の機械を活用することにより、作業の自動化や省力化

による身体的負担の軽減や高度な栽培管理による生産性の向上が見込まれるだけでなく、

熟練者の技術やノウハウ等をデータ化することにより、新規就農者への技術の継承が容易

になります。 
また、これまで「収益性の高い農業」を目指し、様々な取組を行ってきた結果、最近５

か年（平成２６～３０年）の農業算出額の伸び率は全国２位となっていますが、スマート

農業の導入が進むことにより、さらなる向上が見込まれます。 
８月に開催した「スマート農業実践塾」では、施設環境制御の専門家を講師に迎え、施

設園芸農家の方々を対象にオランダの先進的な環境制御技術を学んでもらうとともに、果

樹農家を対象に県内各地で農業用ドローンやアシストスーツの操作講習会を行いました。 
また、令和２年１１月４日と令和３年１月１３日には、多くの人にスマート農業を知っ

ていただくため、実践者や研究者による講演、様々なメーカーによる機器の展示、プレゼ

ンテーション等を行う「スマート農業フェア」を開催します。 
和歌山県の農業の未来のため、今後拡大する海外からの需要を取り込み、農業活性化の

チャンスを逃さないよう、スマート農業導入への支援を拡充してまいります。 
【スマート農業フェア概要】 

・日時、場所：令和２年１１月４日（水）、情報交流センターＢｉｇ・Ｕ（田辺市） 

       令和３年１月１３日（水）、県民交流プラザ和歌山ビッグ愛（和歌山市） 

・内   容：スマート農業の取組に関する講演、製品の展示、相談 

・問い合わせ：県庁農林水産部研究推進室  電話０７３－４４１－２９９５ 
 

ドローンの操作を体験できます 

こちらはアシストスーツの実演です 
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今月の和歌山県政トピックス                          

 

●“地域の稼ぐ力を生む”イタドリの研究成果について                            

 
 本県の主要な山菜であるイタドリ（ゴンパチ）は、全国有数

の消費量を誇り、特に山間地域で広く食される郷土山菜です。

また、イタドリの根「虎杖根（こじょうこん）」は、漢方薬（医

薬品）として古くから利用されています。 
これまで、収穫のほとんどが山採りとなっていましたが、近

年、シカの食害等により採取量が減少していることに併せ、休

耕田等の遊休地を活用した基本的な栽培技術が確立したこと

から、栽培・商品開発を検討する地域や団体が増加してきまし

た。また、イタドリには、抗酸化作用のある機能性成分として

注目されるポリフェノールの一種「ケルセチン配糖体」が含ま

れていることが確認されており、新しい商品開発への

要望が急増してきました。 
これらのことから、県林業試験場では平成２９年か

ら令和元年度の３年間「農林水産業競争力アップ技術

開発事業」において“地域の稼ぐ力を生む”イタドリ

の増殖と機能性成分の活用技術の研究と開発に取り

組んできました。 
今年度、その研究成果として、イタドリの栽培技術、

加工・活用マニュアルを作成するとともに、収穫量が多く、皮が剥きやすい等の特長を持

つイタドリの優良系統苗「東牟婁３」を選抜し、６月から一般財団法人バイオセンター中

津と共同で増殖した苗の販売を開始しました。 
また、機能性成分については、「ケルセチン配糖体」が花や葉、皮、若芽の先に多く含

まれていることが分かり、県工業技術センター、日高川町生活研究グループ「イタドリ部

会」との共同研究により、花と皮をブレンドしたイタドリ健康茶や若芽の先を活用したジ

ャムペーストとドレッシングを開発し、今年の７月から日高川町で販売しています。 
県では、この他にも様々な「農林水産業競争力アップ技術開発事業」に取り組み、生産

者の所得向上を図ってまいります。 
 
【東牟婁３】 
 ・販 売 者：（一財）バイオセンター中津   電話：０７３８－５４－００９５ 
 ・問い合わせ：和歌山県林業試験場 特用林産部 電話：０７３８９－４７－２４６８ 
【新商品】 
 ・販売場所：①San Pin 中津 電話：０７３８－５４－０５４１ 
        URL: http://hidakagawa-kanko.jp/kau/sanpinnakatsu.html 
       ②道のほっとステーションみやまの里 電話：０７３８－５７―０１１３ 
        URL：http://hidakagawa-kanko.jp/kau/miyamasanpin-2.html 
 
◇農林水産業競争力アップ技術開発「研究成果」（令和元年度終了課題） 

URL: 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070100/070109/kanko/3_3_seika_d/fil/seika01.pdf 

７月から販売中の新商品（300～500 円（税別）） 

立派に育ったイタドリ 
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                        今月の和歌山県政トピックス  

 

●「おいしく食べて美しくなるプロジェクト」が始動！                   

 
 本県では、県産品の戦略的な販売促進の新しい政策として、美容に

関する県産品の機能性を活かした魅力発信を行う「おいしく食べて美

しくなるプロジェクト」に今年度から取り組んでいます。 
この度、その第１弾として、美容や健康を意識した消費者に対して

発信力のあるカフェレストラン「Cosme Kitchen Adaptation（コスメキ

ッチン アダプテーション）」とタイアップし、東京都内のアトレ恵比寿店、表参道ヒルズ

店で和歌山県産の梅を使用した夏季限定メニューが９月３０日まで提供されています。 

今回、田辺市龍神村の豊かな自然の中、無農薬で栽培された梅の実を原料に、化学調味

料を添加せず加工したこだわりの梅「龍神梅」を食材として取り扱っていただきました。 
コスメキッチンアダプテーションは、株式会社マッシュフーズが運営する「おいしく食

べて、心も体も美しくなる」＝「Clean Eating（クリーンイーティング）」をコンセプトに

したカフェレストランで、東京、大阪で３店舗を展開しています。カフェのブランド元で

ある「Cosme Kitchen」は、オーガニックやナチュラルコスメを中心に扱う人気コスメショ

ップで、全国の女性達から支持を集めています。 
梅干しに含まれるクエン酸には糖の燃焼を促進し、疲労物質である乳酸の生成抑制や分

解促進作用があるため、疲労回復に効果があるといわれています。是非、御賞味ください。 
                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“極み”梅氷 生姜の豆花（トウファ）と紫蘇の昆布茶付き 

 日南どりと１０種の薬味の Adaptation 風冷汁

～白だしと麦味噌の豆乳だし茶漬け～ 

龍神梅のスカッシュ 

 龍神梅とホタテ、ズッキーニの冷製パスタ～
鰹だしのジュレとこだわりの玄米麺～ 

★表参道ヒルズ店限定 
★アトレ恵比寿店・表参道ヒルズ店限定 

★アトレ恵比寿店・表参道ヒルズ店限定 
★アトレ恵比寿店・表参道ヒルズ店限定 
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今月の和歌山県政トピックス                          

 

●日本遺産“絶景の宝庫 和歌の浦”フォトコンテストを開催中                   

 
 和歌の浦日本遺産活用推進協議会（会長：県商工観光

労働部長）では、現在、日本遺産「絶景の宝庫 和歌の

浦」の魅力を更に多くの皆さんに知っていただくため、

全世界に多くの登録者を持つＳＮＳ「インスタグラム」

によるフォトコンテストを実施中です。 
 コンテストの募集テーマは、令和の新たな『和歌浦十

景』を探す“わかのうら十景”と、和歌の浦でのイベン

トや街歩き、体験型観光のワンシーンを切り取った“撮っておきわかのうら”の２つとな

っています。 
 万葉の時代からその美しさが語り継がれ、今もなお時代を超えて人々を魅了し続ける日

本遺産「絶景の宝庫 和歌の浦」へ多くの方々に訪れていただき、その魅力溢れる写真を御

投稿いただきたいと思います。  
【フォトコンテスト概要】 
 
・応募期間：令和２年９月１日（火）～令和２年１１月３０日（月） 
 
・応募について：①和歌の浦エリアを訪れ、写真を撮影 
        ②インスタグラムのアプリをダウンロード 
        ③公式アカウント「和みわかやま」 

（＠nagomi_wakayama_tourism）をフォロー 
        ④撮影した写真のテーマに沿って「＃わかのうら十景」または

「＃撮っておきわかのうら」のハッシュタグを付けて投稿 
        ※応募期間中にご自身のインスタグラムアカウントを「非公開

アカウント」に設定した場合は応募が無効となります。 
※インスタグラムでの応募に限らせていただきます。 

・結 果 発 表：令和３年１月～２月頃を予定 
日本遺産「絶景の宝庫 和歌の浦」公式 HP にて発表 

        （入賞候補者にはインスタグラムのダイレクトメッセージで事前にご連絡いたします） 
 
・入 賞：各テーマから１０名様 

入賞された方には和歌の浦エリアの特産品をプレゼント(5,000 円相当) 
 
・写 真 展：令和３年３月上旬(予定)／和歌の浦アート・キューブにて入賞者の作品を展示いたします！ 
 
・そ の 他：応募期間中に写真教室を開催します。詳しくは下記のサイトを参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊応募の際は、下記 URL の「応募規約・注意事項等」を必ずご確認ください。 → 

（https://wakanoura-nihonisan.jp/news/photocontest.html） 

「インスタ映え」をお待ちしています 
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                             お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」などの分野

で活用させていただいております。 

また、今年度から「新型コロナウイルス

感染症対策」、「子供たちの教育環境の充

実」、「犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動

への支援」の３つを寄附メニューに追加し

ました。（次頁参照） 

御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、ふるさと納税総合

サイト「ふるさとチョイス」ではクレジッ

ト決済に加え、今年度よりキャッシュレス

決済を御利用いただくことができます。 

申出から決済までを同時に行うことが可能 

です。ぜひ御利用ください。       

また、和歌山県外にお住まいの方で１万 

円以上の御寄附をいただいた方には、和歌 

山県優良県産品（プレミア和歌山）として 

県が認定した商品の中から、事業者の協力 

を得て選定した返礼品の中から１品をお選 

びいただけます。 

昨年度から返礼品の拡充を行い、寄附金 

額の価格に応じて返礼品を選んでいただけ 

るようになりました。和歌山県が誇る優良 

産品（プレミア和歌山）を是非御堪能くだ 

さい。 

また、返礼品とは別に、２千円以上の御寄附をいただいた御希望の方に「和歌山ファ 

ンクラブ」（和歌山県観光連盟所管）への入会権を贈呈しています。御入会いただくと、

刊行情報誌「紀州浪漫」の送付など、魅力ある特典がございます。お申込みはふるさとチ

ョイスからお願いします。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合

給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円

700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安
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 新型コロナウイルス感染症の対策をすすめます。 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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                             お 知 ら せせ 

 
令和２年度 お礼の品一覧 
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お 知 ら せ                               

 
令和２年度 お礼の品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

返礼品２５７品のうち、３３品を御紹介しました。 

なお、Ｈ００１・Ｈ００３は、申込みを終了しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、「ふるさとチョイス」を御覧ください。 

 ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」の 

ＵＲＬ・ＱＲコードはこちらです。 

URL：https://www.furusato-tax.jp/city/product/30000  

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ★お問合せ窓口★ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、宮本               和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 
E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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                          ふるさと歳時記                    

 
自然・風物情報(９月上旬～１０月下旬)    

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

9 月上旬 あらぎ島で稲刈り始まる 有田川町・あらぎ島 
有田川町ふるさと開発公社 

0737-25-0221 

9 月上旬 クエ初入荷 日高町 日高町観光協会 

0738-63-3806 

9 月中旬 彼岸花が開花 県内各所 
 

9 月中旬 モクズガニ漁始まる 古座川流域 古座川漁協 

0735-72-3800 

9 月中旬 イセエビ漁解禁 串本町・下田原漁港 和歌山東漁協下田原支所 

0735-74-0131 

9 月中旬 ハギ見頃 
和歌山市・四季の郷公園 四季の郷公園 

073-478-0070 

田辺市本宮町湯峰 旅館あづまや 

0735-42-0012 

9 月下旬 鷲ヶ峰のコスモス見頃 有田川町・ 
鷲ヶ峰コスモスパーク 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

10 月上旬 
極早生温州みかん 

出荷始まる 

有田市 ＪＡありだ 

0737-53-2311 

田辺市 ＪＡ紀南 

0739-23-3450 

10 月上旬 「落ちアユ」漁解禁 県内各河川 和歌山県内水面漁協連合

会 0736-66-0477 

10 月上旬 
ミニトマト、かすみ草 

収穫始まる 印南町 印南町役場産業部 

0738-42-1737 

10 月上旬 
キイジョウロウ 
ホトトギス見頃 

那智勝浦町・熊野那智大社 熊野那智大社 

0735-55-0321 

すさみ町・佐本地区 
すさみ町キイジョウロウ

ホトトギスを守る会 

0739-57-0404 

10 月中旬 
黄金色に輝く 
ススキの草原 

紀美野町、有田川町・ 
生石高原 

レストハウス山の家おい

し 073-489-3586 

10 月中旬 
「大さがり」刈り取った 

稲の天日干し 田辺市龍神村 龍神観光協会 

0739-78-2222 

10 月下旬 ユズ初しぼり 古座川町平井 古座川ゆず平井の里 

0735-77-0123 
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～編集後記～ 

 

まだまだ残暑厳しい一方、台風も立て続けに日本列島に襲来しております。皆さん

におかれましては体調管理とともに風水害にも十分ご注意ください。 

 

私はＪＲきのくに線を利用して通勤しているのですが、ＪＲ西日本の京都駅・新宮

駅間では２０１７年８月から特急「パンダくろしお」が運行されており、さらに、７

月２３日からは第３編成目となる「サステ

ィナブルＳｍｉｌｅトレイン」が加わった

ことで、今まで以上に目にする機会が増え

ました。「パンダくろしお」の各車両には

アドベンチャーワールドで飼育されている

動物の姿がラッピングされていて、また、

前面部にはヘッドライトを目に見立てたパ

ンダの顔がデザインされおり、とても愛く

るしい印象です。 

 

皆さんもご存じのように白浜町のアドベンチャーワールドでは、今までジャイアン

トパンダが１６頭生まれ、現在も６頭が飼育されています。しかしながら、白浜に多

くのパンダが飼育されていることが首都圏などではあまり認知されていませんでした

が、施設自身の取り組みや仁坂知事を筆頭に広報、観光部局がＰＲしたことで認知度

が高まりました。 

 

この６月にお父さんの永明（えいめい）とお母さんの良浜（らうひん）の交尾が確

認されていて、妊娠していれば１０月には赤ちゃんパンダの誕生となります。私も子

供が幼い頃に度々この施設を訪れ、赤ちゃんパンダの可愛らしい姿を見ましたが、そ

の姿は大人のパンダとは異なり、まるで「ぬいぐるみ」のようでした。多くのパンダ

ファンが期待で胸を膨らましています。 

 

                     知事室秘書課長 中松 則夫 

 
 
 
 
 

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   
                   2020 年（令和２年） ９月 Nｏ.１４９ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


